
1.  はやぶさデータの検索ページ、
h$p://darts.isas.jaxa.jp/planet/pdap/0.3/frontend/hayabusa.html	
  
に行く。	
  

2.  INSTRUMENT_NAMEを一覧から選択(ここでは
「ASTEROID	
  MULTI-­‐BAND	
  IMAGING	
  CAMERA」を選択)。	
  

3.  TARGET_NAMEを一覧から選択(ここではMARSを選択)。	
  

4.  RETURN_TYPEに「HTML」を選択。	
  

5.  RESOURCE_CLASSに「PRODUCT」を選択。	
  

6.  最後に”GET”をクリック。	
  

4b.	
  はやぶさのデータを検索してみよう	


•  はやぶさ「AMICA」が観測した火星のデータを探して
みましょう。	
  

7.  MARSの代わりにEARTHを入れるとどうなるでしょうか。	
  



•  次は「AMICA」が「小惑星イトカワ」に接近したときの
画像を探してみましょう。	
  

1.  はやぶさデータの検索ページ、
h$p://darts.isas.jaxa.jp/planet/pdap/0.3/frontend/hayabusa.html	
  
に行く。	
  

2.  INSTRUMENT_NAME(観測機器)を一覧から選択(ここでは
「ASTEROID	
  MULTI-­‐BAND	
  IMAGING	
  CAMERA」を選択)。	
  

3.  TARGET_NAME(対象天体)を一覧から選択(ここでは
ITOKAWAを選択)。	
  

4.  RETURN_TYPE(出力形式)に「HTML」を選択。	
  

5.  RESOURCE_CLASS(検索種別)に「FLYBY_PRODUCT」を選択。	
  

6.  DISTANCE_TO_TARGET(距離)に範囲を入れます（ここでは
「/2」と入力します)。例えば1kmから5kmの場合「1/5」と
入力します。3km以下の場合は「/3」、10km以上の場合
は「10/」と入力します。	
  

7.  最後に”GET”をクリック。	
  

8.  他の値も試してみましょう！DARTSは世界に対して公開
されていますので、自宅や学校からでもやってみてくだ
さい。	
  


